
７．緑化機能（街路樹等）について 

 

 条件の整理 

 

○ 都市部における道路（自専道を除く）は第４種に区分され、道路構造令（第 11 条

の 4）において、「第４種第１級及び第２級の道路には、幅員 1.5ｍを標準とした植

樹帯を設けるもの」としている。 

 

○ 地方部における道路（自専道を除く）は第３種に区分され、道路構造令（第 11 条

の 4）において、「その他の道路には、必要に応じ、植樹帯を設けるもの」として

いる。 

 

○ 現在、都市計画決定された都市計画道路は、概ね第４種第１級及び第２級の道路で

あるが、平成 13 年の道路構造令改正により第 4 種第 2 級の道路には植樹帯が必置

となったことから、平成 13 年以前に決定された道路は、植樹帯幅員を勘案してい

ないものが多いと推定される。 

 

○ 道路事業における道路等で第３種に区分されるような「その他の道路」では、植樹

帯ではなく植樹桝を設けることで植樹を行っている。 

この場合、所々に設ける植樹桝は歩道の有効幅員を侵していないと整理している。 

 

○ 今回の都市計画道路の見直しにおいて、これまで一様に第４種として整備していた

都市計画道路を、用途地域を都市部ととらえ第４種、用途地域外を地方部ととらえ

第３種として整備する方針に変更する。 

 

○ 「美しい県土づくりガイドライン」では、道路における街路樹等について配慮すべ

き事項を次のとおりとしている。 

（１）道路 

■配慮すべき事項 

(５) 街路樹等 

都市部の道路においては、可能な限り連続した植樹帯や植樹桝を設け、潤い

のある空間の創出に努める。その他の道路にあっても、沿道の緑を有効に活用

するとともに、可能な限り道路敷地の緑化を図るなど、美しい沿道景観づくり

に努める。 

植栽に当たっては、交通の安全に支障のない範囲内において、樹木の配置、

地域の特性に応じた樹種や樹高を工夫し、周辺の景観との調和に配慮する。 
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○ 街路樹の樹種による樹高・枝張りと幅員の関係は、植樹帯幅員だけに係るものでは

なく、歩道等全体の幅員に係るものである。 

歩道等幅員と街路樹の樹高には、次のような関係がある。 

※ここでの歩道等とは、路上施設帯を含む自転車歩行者道や歩道及び植樹帯を含ん

だものをいう。 
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（都市計画道路について） 

○ 歩道（自歩可）3.0ｍ＋植樹帯1.5ｍとした場合 

枝張り（W）＝（歩道等幅員4.5ｍ－dx 0.5ｍ－C 0.5ｍ）×2＝7.0ｍ 

樹高（H）＝W 7.0ｍ÷枝張り比（0.4もしくは0.5）＝18ｍもしくは14ｍ 

 

○歩道（自歩可）4.0ｍ＋植樹帯2.0ｍとした場合 

枝張り（W）＝（歩道等幅員6.0ｍ－dx 0.5ｍ－C 0.5ｍ）×2＝10.0ｍ 

樹高（H）＝W 10.0ｍ÷枝張り比（0.4もしくは0.5）＝25ｍもしくは20ｍ 

 

○ これらの結果について、歩道等幅員から算出された樹高と一覧表を比較すると、歩

道等幅員4.5ｍではヤマモモやアキニレなど樹高10～15ｍの樹木が該当し、歩道等

幅員が6.0あればクロガネモチなど樹高20～25ｍの樹木が該当する。 

 

○ 一方、枝張りが植樹帯内で収まることを仮定した場合 

枝張り（W）＝（植樹帯幅員2.0）×2＝4.0ｍ 

樹高（H）＝W 4.0ｍ÷枝張り比（0.4もしくは0.5）＝10ｍもしくは8ｍ 

 

（その他の道路について） 

○ 歩道2.0ｍ＋植樹帯1.0ｍとした場合 

枝張り（W）＝（歩道等幅員3.0ｍ－dx 0.5ｍ－C 0.5ｍ）×2＝4.0ｍ 

樹高（H）＝W 4.0ｍ÷枝張り比（0.4もしくは0.5）＝10ｍもしくは8ｍ 

 

○ これらの結果について、歩道等幅員から算出された樹高と一覧表を比較すると、歩

道等幅員3.0ｍではカエデ類やサルスベリなど樹高5～10ｍの樹木が該当する。 

 

○ 一方、枝張りが植樹帯内で収まることを仮定した場合 

枝張り（W）＝（植樹帯幅員1.0）×2＝2.0ｍ 

樹高（H）＝W 2.0ｍ÷枝張り比（0.4もしくは0.5）＝5ｍもしくは4ｍ 

 

○ 樹高が20ｍを大きく越える樹種を植樹する場合（ケヤキ並木など）には、7.0～10.0

ｍ程度の歩道等幅員が必要となる。 

樹高（H）＝30ｍ とした場合、 

枝張り（W）＝H 30ｍ×枝張り比（0.4～0.6）＝12～18ｍ 

歩道等幅員＝W 12～18ｍ÷2 ＋dx 0.5ｍ＋C 0.5ｍ＝7.0～10.0ｍ 

 

この場合、植樹帯幅員についても標準以上の幅員が必要となるが、その数値は、選

定した樹種による樹木の配置や植樹帯の構造について個別に検討を行った結果に

より決められるものであり、幅の広い歩道等における空間機能等とあわせて総合的

に検討する必要がある。 
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 まとめ 

 

○ 歩道等幅員から算出された樹木の樹高は、一般的な都市部における「第４種第１級

及び第２級の道路」では「樹高10～15ｍ」、地方部における「その他の道路」は「樹

高5～10ｍ」となる。なお、都市部で自転車歩行者の通行の多い路線（区間）では

「樹高20～25ｍ」となる。 

 

○ 一方、植樹帯幅員内に枝張りを納めることにする場合、植樹帯幅2.0ｍで樹高8～10

ｍ、植樹帯幅1.0ｍで樹高4～5ｍとなる。 

 

○歩道等幅員と植樹帯幅員の2点を考慮し、緑化機能における樹高の基準については、

植樹帯幅2.0ｍで樹高10ｍを基本とする。 

 

○ このように、樹高については10ｍを目安とするが、次のような地域の特性や周辺の

景観との調和に配慮し街路樹の検討を要する場所は、「必要に応じ植樹帯を広くと

り、樹高が10ｍを大きく越える樹種」についても検討対象とする。 

 

・ 都市計画マスタープランにおける広域拠点や地域拠点等における商業地域内で

「駅前通り」等、街のシンボルとなる道路 

・ 景観法に基づき市町村が策定する景観計画において、「景観重要公共施設として

指定された道路」 

・ 景観計画において「景観重要樹木」に指定されるなど歴史を感じさせる貴重な樹

木や良好な景観を形成している樹木を保全すべき沿道 

・ 神社仏閣の参道 

・ 公共施設（役所、学校、公園など）が連坦している沿道 

など。 

 

○ 植樹帯は、切れ目なく連続的に設置するのを基本とするのに対し、植樹桝は、所々

に設けることで歩道の有効幅員を犯すことなく植樹を行う。 

都市計画道路の持つ沿道アクセス機能等を考慮すると、植樹帯として切れ目なく連

続的に設置するのは困難であることが多いと推定されるが、緑化機能の内、生活環

境保全機能や交通安全機能等は基本的に植樹帯でないと発揮されないのに対し、景

観向上機能や緑陰形成機能については、植樹桝でもある程度発揮される。 
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 留意事項 

 

→［設置区間の設定］（その他道路における植樹の考え）  

「美しい県土づくりガイドライン」の公共事業における配慮事項により、「その他

の道路において植樹帯を設けない場合であっても、優良農地や山林に接するなど沿

道の緑を有効に活用することで植樹の必要がない場合を除き、可能な限り植樹桝を

設けるもの」とする。 

 

 ［樹木の選定］ 

個々の事例において検討を行い、交通の安全に支障のない範囲内において、周辺の

景観との調和に配慮した樹木の配置、地域の特性に応じた樹種や樹高とする。 

街路樹等の検討にあたっては、「美しい県土づくりガイドライン」における配慮す

べき事項に留意しつつ、「道路構造令の解説と運用 2-9植樹帯」の項を参考に、個々

の事例において、市町村の景観担当者と造園やランドスケープ、まちづくりの専門家

等を交え検討する必要がある。 

また、街路樹等による景観は、整備後の維持管理が適切に実施されてはじめて良好

で快適なものとなることから、樹種の選定等にあたって維持管理が容易なものを検討

することや市町村・沿道住民との合意形成により、道路利用者や沿道住民が愛着を感

じることができるものとすることが重要である。 

 

 ［その他の道路で植樹帯の必要がある場合］ 

  用途地域外の都市計画道路は第３種の道路となるが、 

この場合でも 

・ 道路構造令の解説と運用（2-9-3 P255）にある「住居地域における植樹帯」が

適用される場所として、植樹帯により車道と沿道の家屋を離隔したり、樹木を密

植するなどして特に良好な生活環境の確保を図る必要がある幹線道路の区間 

・ 道路構造令の解説と運用（P254）での記述：この節で用いる「幹線道路」とは都

市もしくは地域の骨格となる道路または交通量が非常に多い道路をいう。 

・ 景観法に基づき市町村が策定する景観計画において、「景観重要公共施設として

指定された道路」 

・ 景観計画において「景観重要樹木」に指定されるなど歴史を感じさせる貴重な樹

木や良好な景観を形成している樹木を保全すべき沿道 

・ 神社仏閣の参道 

・ 公共施設が連坦している沿道 

などにおいては、植樹帯の必要性について検討する。 

 

  

( 5 )



用
途
地

マ
ス
タ

①
商
業
地
で
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
道

　
路
と
し
て
緑
化
の
必
要
が
高
い
場
合

　
　
植
樹
帯
幅
員
2
.
0
m
以
上
と
し
、
樹
高

　
　
1
0
m
以
上
の
樹
種
を
基
本
と
す
る
。

②
 
①
以
外

　
　
植
樹
帯
幅
員
1
.
5
m
以
上
と
し
、
樹
高

　
　
1
0
m
未
満
の
樹
種
を
基
本
と
す
る
。

そ
の
他
(
第
3
種
)
の
道
路

用
途
地
域
外

景

都
市
計
画
道
路
に
お
け
る
緑
化
機
能
整
備
の
イ
メ
ー
ジ

る
拠
点

お
け

ラ
ン
に

ー
プ

域
内

勝
地
等

第
4
種
第
1
級
及
び

の
道
路

第
2
級

歴
史
的
文
化
的
資
産

名
勝
、
神
社
等
歴
史
的
文
化
的
資
産
と
連
続
性
が
認

め
ら
れ
る
地
域
は
、
必
要
に
応
じ
必
要
に
応
じ
植
樹

帯
を
設
け
、
樹
種
に
よ
る
必
要
幅
員
を
確
保
す
る
。

エ
リ
ア

白
地 植
樹
帯
は
原
則
設
け
な
い
。

(
必
要
に
応
じ
て
植
樹
桝
を
設
け
る
)

商
業
地

植
樹
帯
幅
員
1
.
5
m
以
上
と
し
、
樹
高

1
0
m
未
満
の
樹
種
を
基
本
と
す
る
。

住
商
混
合
地
、
住
宅
地
、
工
業
地

①
植
樹
帯
幅
員
1
.
0
m
以
上
と
し
、
樹
高

　
1
0
m
未
満
の
樹
種
を
基
本
と
す
る
。

②
沿
道
状
況
に
よ
り
拡
幅
が
困
難
な
場
合
、

　
植
樹
桝
0
.
5
m
を
基
本
と
す
る
。

①
駅
前
通
り
等
シ
ン
ボ
ル
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

　
路
線
(
区
間
)
は
、
必
要
に
応
じ
植
樹
帯
を
広
く
と
り
、

　
樹
高
1
0
m
を
大
き
く
超
え
る
樹
種
も
検
討
す
る
。

②
歴
史
的
文
化
資
産
周
辺
や
、
景
観
重
要
公
共
施
設
及
び

　
景
観
重
要
樹
木
を
保
全
す
べ
き
沿
道
に
お
い
て
は
、
必

　
要
に
応
じ
植
樹
帯
を
広
く
と
り
、
樹
高
1
0
m
を
大
き
く

　
超
え
る
樹
種
も
検
討
す
る
。

の
部
分

( 6 )


